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令和 3 年７月 20 日
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一般会計第１次補正予算などを可決…………………… ２
一般質問：新型コロナワクチン接種など７議員が16問……７
追跡レポート：「町民の歌」のホームページ掲載について…… 15
まちの企業紹介：マルマン醸造株式会社……………… 16

赤組頑張れ！白組頑張れ！（5月23日 古殿小大運動会）
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月 定 例 会６ 月 定 例 会

６月定例会

　６月定例会は11日から17日まで、７日間の会期
で開催されました。
　新型コロナウイルス感染症対策事業実施のため
の、一般会計および簡易水道特別会計第１次補正
予算や、コスモス荘設計業務における損害の和解
についてなど、11議案が原案の通り可決され、17
日に閉会しました。

審議議案

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
一
次
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
一
次
補
正
予
算

国
保
税
の
税
率
を
据
え
置
き

国
保
税
の
税
率
を
据
え
置
き

一
般
会
計
第
一
次
補
正
予
算

一
般
会
計
第
一
次
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
実
施

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
実
施

　
昨
年
度
の
繰
越
金
や
基
金

か
ら
の
繰
入
金
を
活
用
し
て

税
率
を
据
え
置
き
、
県
へ
の

納
付
金
４
１
２
万
５
千
円
を

増
額
す
る
も
の
。

　
歳
入
は
主
に
国
庫
支
出

金
で
１
億
３
０
１
万
４
千

円
の
増
。

　

歳
出
は
主
に
コ
ロ
ナ

対
策
事
業
で
、
ふ
る
ど

の
応
援
商
品
券
事
業
委

託
料
２
７
２
２
万
５
千

円
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

図
る
施
設
整
備
工
事
費

１
３
２
０
万
円
な
ど
。

Ｑ　
未
就
学
児
に
お
け
る
保
険

税
均
等
割
の
軽
減
措
置
は
。

Ａ　
国
で
法
改
正
が
な
さ
れ
た

の
で
、
今
後
、
町
で
も
条
例
改

正
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
対
策
で
何
の
車
両

を
購
入
す
る
の
か
。

Ａ　
３
ト
ン
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
。
町
の
作
業
員
に
よ
る
残
材

回
収
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
機
械
に
よ
る
草
刈
り
で
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
下
な
ど
機
械

の
入
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ど
う
す

る
の
か
。

Ａ　
町
の
作
業
員
、
委
託
業
者

が
改
め
て
手
刈
り
を
し
ま
す
。

　
４
１
２
万
５
千
円
を
増
額
、

　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
５
億
７
０
２
４
万
８
千
円

　
５
６
４
２
万
５
千
円
を
増
額
、

　
　
　
　
　
　
　
予
算
総
額
41
億
７
１
４
２
万
５
千
円 

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

質　
疑

質　
疑

ＱＡ

議案第50号

議案第51号

　
可
決

全
員
賛
成

主なコロナ対策
●１人5,000円の商品券を
　 配布
　（ふるどの応援商品券）

● 町外で暮らす学生１人２
　 万円の支給

● 役場、学校等のトイレを
　 洋式化

● 低所得の子育て世帯に対
　 して児童１人５万円の給
　 付

Ｑ　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
の
基
準
と
対
象
者
は
。

Ａ　
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
10
世
帯
19
人
。

ＱＡ
質　
疑

質　
疑

　
可
決

全
員
賛
成
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月 定 例 会６ 月 定 例 会

Ｑ　
結
果
責
任
に
つ
い
て
町
民
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明
し
て

ほ
し
い
。

Ａ　

経
過
に
お
い
て
私
自
身
が
責

任
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
一
言
に

尽
き
る
中
で
、
私
と
し
て
の
意
思

表
示
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
事
業
所「
コ
ス
モ
ス
荘
」設
計
業
務
の
瑕
疵
に
よ
る
損
害
に
つ
い

て
、株
式
会
社
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
支
払
う
和
解
金
額
を

７
１
８
万
９
３
２
５
円
と
す
る
も
の
。

　
介
護
事
業
所
「
コ
ス
モ
ス
荘
」
設
計
業
務
の
瑕
疵
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て

真
摯
に
受
け
止
め
、
令
和
３
年
７
月
分
の
町
長
の
給
与
10
％
を
減
額
す
る
も

の
。

Ｑ　

日
コ
ン
が
提
示
し
た
和
解
金

４
２
１
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　
材
料
費
分
の
変
更
額
を
負
担
す

る
と
い
う
当
初
の
提
示
で
し
た
。

Ｑ　
変
更
契
約
額
１
１
０
６
万
円
と

損
害
額
７
４
３
万
円
の
差
額
は
。

Ａ　
本
来
、
当
初
設
計
に
必
要
だ
っ

た
も
の
で
、
損
害
の
対
象
に
入
り
ま

せ
ん
。

　
日
コ
ン
の
提
示
額
が
町
側
の
要
望

に
よ
り
、
損
害
額
に
匹
敵
す
る
形
で

決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
善
意
に
解

釈
し
賛
成
し
ま
す
。

　
和
解
額
は
実
質
損
害
額
に
近
く
、

設
計
変
更
に
伴
う
確
認
申
請
手
続
き

の
全
て
を
日
コ
ン
で
負
担
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
和
解
に
つ
い
て
賛
成
し

ま
す
。

　
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も

結
果
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
、
大
変
な
評
価
を
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　
町
長
自
ら
そ
の
責
任
に
つ
い
て
判
断
し

ま
し
た
が
、
町
長
の
給
与
を
減
額
す
る
内

容
で
は
な
い
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

　
和
解
額
が
実
質
損
害
額
に
近
く

町
長
が
給
与
を
減
額
す
る
べ
き
内

容
で
は
な
い
と
判
断
し
、
反
対
し

ま
す
。

論論
討討

岡
部
淳
一 

議
員

賛
成

鈴
木　
隆 

議
員

賛
成

野
崎
喜
彦 

議
員

賛
成

和
解
金 

７
１
８
万
９
３
２
５
円
で
合
意

鈴
木　
隆 

議
員

反
対

矢
内
泰
吉 

議
員

反
対

ＱＡ

質　
疑

質　
疑

論論
討討 質　

疑

質　
疑

ＱＱ ＡＡ 議案第53号

議案第54号

可
決

起
立
全
員

可
決

起
立
多
数

和
解
に
つ
い
て

和
解
に
つ
い
て

コ
ス
モ
ス
荘

コ
ス
モ
ス
荘
設
計
業
者

設
計
業
者
と
の
和
解

と
の
和
解

町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

町
長
の
給
与

町
長
の
給
与
1010
％
の
減
額

％
の
減
額
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6月定例会 議案審議と各議員 賛  否賛  否の

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　　案　　名
採　
決

１ 

鈴　
木

２ 

常　
盤

３ 

松　
崎

４ 

野　
崎

５ 

藁　
谷

６ 

佐
籐(
弘
）

７ 
矢　
内

８ 
佐
藤（
一
）

９ 

岡　
部

10 

木　
戸

11 

佐　
川

12 

緑　
川

議案
第44号

古殿町税条例等の一部を改正する条例
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／地方税法の一部改正を受け、個人住民税にお

いてセルフメディケーション税制を令和９年
度まで延長　など

議案
第45号

新型コロナウイルス感染症の影響により収入
が減少した被保険者等に対する国民健康保険
税及び介護保険料の減免に関する条例の一部
を改正する条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

コロナの影響で収入が減少した被保険者等に
対する国保税と介護保険料の減免措置を延長

議案
第46号

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条
例の一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
コロナに感染した被保険者等へ傷病手当金の
支給の適用期間を延長

議案
第47号

古殿町地域福祉センター条例
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／コスモス荘の建て替えに伴い、従来の条例を

廃止し、新コスモス荘の所在地、機能、運用
等を定める

議案
第48号

公の施設の指定管理者の指定について
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／新コスモス荘の指定管理者を社会福祉法人古

殿町社会福祉協議会とする

議案
第49号

財産の処分について
可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／木質バイオマスガス化発電を行う株式会社協和

エクシオに旧古殿幼稚園論田分園を無償譲渡
議案

第50号
令和３年度古殿町一般会計第１次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
Ｐ２に掲載

議案
第51号

令和３年度古殿町国民健康保険特別会計第１
次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
Ｐ2に掲載

議案
第52号

令和３年度古殿町簡易水道特別会計第１次補
正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
コロナ対策事業で一般会計からの繰入金140
万円を増額し、避難所用給水タンク等を購入

議案
第53号

和解について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

Ｐ３に掲載
議案

第54号
町長の給与の特例に関する条例 可

決 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × ／
Ｐ３に掲載

発 議
第３号

トリチウム及び放射性核種を含むALPS処理
水の海洋放出方針決定の撤回を求める意見書

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

発 議
第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

発 議
第５号

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見
書

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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請
願
の
審
査

◎
ト
リ
チ
ウ
ム
及
び
放
射
性
核
種
を
含
む
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
海
洋
放
出
方
針
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
発
議
者　
佐
藤　
弘
信

　
　
　
賛
成
者　
野
崎　
喜
彦

１　
決
定
さ
れ
た
海
洋
放
出
方
針
を
撤
回
し
、
国
民
的

な
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
処
分
方
法
を
決
定
す
る

こ
と
。

２　
処
理
水
は
当
面
、
陸
上
保
管
を
継
続
し
、
原
子
力

に
携
わ
る
関
係
者
の
英
知
を
結
集
し
て
根
本
的
な
解

決
策
を
見
い
だ
す
こ
と
。

３　
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
関
係
者
の
風
評
払
拭

の
努
力
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
本
全

体
の
問
題
と
し
て
国
が
前
面
に
立
っ
て
責
任
を
も
っ

て
最
大
限
の
努
力
を
す
る
こ
と
。

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
発
議
者　
佐
藤　
弘
信

　
　
　
賛
成
者　
矢
内　
泰
吉　
ほ
か
５
人

【
趣
旨
】

　

社
会
保
障
、
防
災
、
環
境
、
地
域
交
通
、

人
口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
な
ど
、
増
大

す
る
地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把

握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額

の
確
保
を
図
ら
れ
た
い
。

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提

出
請
願
書

　
請
願
者　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

　
　
　
　
　
　
福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　
議
長　
藁
谷　
哲
男

　
紹
介
議
員　
野
崎　
喜
彦

【
趣
旨
】

　
２
０
２
２
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す

よ
う
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
求
め
る
。

◎
「
国
の
『
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
』

の
継
続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　
請
願
者　
福
島
県
教
職
員
組
合
石
川
支
部

　
　
　
　
　
　
支
部
長　
遠
藤　
真
一

　
紹
介
議
員　
野
崎　
喜
彦

【
趣
旨
】

　
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続

と
、
被
災
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
に
必
要
な
財
政

措
置
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
。

◎
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の

継
続
と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支

援
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
発
議
者　
佐
藤　
弘
信

　
　
　
賛
成
者　
矢
内　
泰
吉　
ほ
か
５
人

【
趣
旨
】

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮

し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
・
修

学
を
保
障
す
る
た
め
の
支
援
等
事
業
の
継
続

と
、
必
要
な
予
算
確
保
を
行
う
こ
と
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
方
針
撤
回

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
方
針
撤
回

被
災
児
童
生
徒
の
就
学
支
援

被
災
児
童
生
徒
の
就
学
支
援

審
査
の
結
果

審
査
の
結
果

審
査
の
結
果

審
査
の
結
果

採
択

採
択

議員発議・請願の処理

処理水が保管されているタンク
（福島第一原発）

発　議
第４号

発　議
第３号

発　議
第５号

　
可
決

全
員
賛
成

　
可
決

全
員
賛
成

　
可
決

全
員
賛
成
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常任委員会常任委員会のの活動活動
　総務常任委員会は、竹貫地区宅地造成工事の現場を視察し、状況を確認しました。現
地視察後、視察箇所について意見交換をしました。
　また、付託された請願２件の審査を行い、採択としました。

　産業建設常任委員会は、ふるどのこども園法面対策工事、古殿町介護事業所「コスモ
ス荘」建築工事（Ⅱ期）、古殿町高齢者居住施設新築工事、ケアビジョンホームふるどの
（グループホーム）、竹貫地区宅地造成工事を視察し、状況を確認しました。

区画整備が進められる宅地造成工事

高齢者居住施設新築工事の視察（鎌田地区）

竹貫地区宅地造成工事を調査竹貫地区宅地造成工事を調査

こども園法面対策工事などを視察こども園法面対策工事などを視察

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

　一般質問は６月１６日に７人の議員が16問
の質問を行いました。質疑の一部を要約し
てお伝えします。

常 盤 浩 章 議員� …………………………８
（１）ワクチン接種における運営について
（２）インターネット通信（ライン）の活用について

鈴 木 　 隆 議員� …………………………９
（１）新型コロナワクチン接種動向について
（２）道の駅のあるべき姿は　

野 崎 喜 彦 議員�…………………………１０
（１）活気あるまちづくりについて
（２）主要な事業の今後の進め方について
（３）新型コロナワクチン接種の現状と対応に
　 ついて

藁 谷 直 吉 議員�…………………………１１
（１）高齢者の生活支援と町の活性化について

（２）町のふるさとセンターの活用について

佐 川 勇 司 議員�…………………………１２
（１）農林業の活性について
（２）宅地分譲事業について

岡 部 淳 一 議員�…………………………13
（１）今後めざすべき古殿町その具体的方向性
（２）農林業の厳しい状況への対応策、その中で
　 の町おこし
（３）コロナ対策とその中で対応すべき問題

佐 藤 一 夫 議員�…………………………１４
（１）入札制度の現状と今後の課題について
（２）財政運営について

町政町政をを質質すす
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一 般 質 問一 般 質 問

常
盤　
住
民
登
録
者
の
う
ち

65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

申
込
者
の
人
数
と
割
合
は
。

町
長　
６
月
10
日
現
在
１
８

９
４
名
で
対
象
者
の
92
・
４

％
で
す
。

常
盤　
接
種
希
望
し
な
い
町

民
の
把
握
と
対
応
は
。

ワクチン接種

公式LINE

町
長　
予
約
電
話
を
さ
れ
な

か
っ
た
方
へ
町
か
ら
個
別
に

連
絡
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

常
盤　
接
種
し
た
方
に
副
反

応
、
後
遺
症
は
あ
っ
た
か
。

そ
の
ケ
ア
は
。

町
長　
報
告
の
対
象
と
な
る

副
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
帰
宅
後
、
発
熱
や
腕
の

痛
み
な
ど
が
出
た
方
も
い
る

と
承
知
し
て
い
ま
す
。
副
反

応
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
重
篤
な
副
反

応
が
あ
っ
た
場
合
に
は
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

常
盤　
現
場
で
働
く
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
被
接
種
者
の
人
数

の
バ
ラ
ン
ス
は
。

常
盤　
古
殿
町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
者
数
は
。

町
長　
６
月
８
日
現
在
、
フ

ォ
ロ
ワ
ー
数
は
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
７
０
９
名
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
５
２
６
名
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
５
７
１
名
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者

数
が
３
６
７
名
で
す
。

常
盤　
古
殿
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
開
設
の
考
え
は
。

町
長　
観
光
情
報
等
を
発
信

す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
よ

り
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
て
お
り
、
６
月
８
日
現
在

で
登
録
者
は
５
１
２
名
で
す
。

町
長　
大
き
な
問
題
は
な
く

接
種
で
き
て
い
ま
す
。

常
盤　
接
種
申
込
み
の
電
話

回
線
は
大
変
混
雑
し
た
が
、

今
後
の
対
応
、
改
善
は
。

町
長　
町
民
の
方
に
は
大
変

ご
負
担
を
お
か
け
し
て
し
ま

い
、
改
め
て
お
詫
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
65
歳
以
上
は
７

月
中
に
完
了
す
る
見
込
み
で

す
。
64
歳
以
下
は
意
向
調
査

の
は
が
き
を
同
封
し
た
接
種

券
を
送
付
し
、
集
団
接
種
希

望
者
に
は
接
種
の
日
時
指
定

を
通
知
す
る
方
法
を
検
討
し

て
い
ま
す
。やぶさめアリーナで行われた集団接種

×　LINE＠

ＱＲコードをスマート
フォン等から読み取る
と友だち追加できます

古殿町公式ＬＩＮＥ

常
とき

盤
わ

　浩
ひ ろ の り

章 議員

新型コロナワクチン接種の今後の対応は

公式LINE開設は

Q

Q

Ａ

Ａ

集団接種を希望する方に日時指定の
通知をします

観光情報等の発信のため活用しています
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変

異
株
に
よ
る
第
４
波
と
言
わ

れ
る
中
、
ま
さ
に
決
定
打
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
っ
て

お
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
、
接

種
、
供
給
、
予
約
等
、
連

日
、
喧け

ん
け
ん
が
く
が
く

々
諤
々
右
往
左
往
の

報
道
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

鈴
木　

接
種
会
場
、
手
順
、

予
約
に
不
備
は
な
か
っ
た
か
。

町
長　
集
団
接
種
会
場
に
お

い
て
問
題
な
く
接
種
で
き
て

お
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
を
考
慮
し
て
電
話
予
約

の
方
法
を
と
り
、
結
果
的
に

繋
が
ら
な
い
状
態
と
な
っ
た

こ
と
を
町
民
の
皆
様
に
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

拡張が期待される道の駅周辺

65歳以上で進められるワクチン接種

鈴
木　
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る

代
替
接
種
者
は
い
た
か
。

町
長　
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
る

例
が
発
生
し
て
お
り
、
代
替

接
種
対
象
者
名
簿
に
基
づ
き

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
に

接
種
し
て
い
ま
す
。　

鈴
木　
町
民
未
接
種
者
の
全

体
工
程
は
見
え
て
い
る
か
。

町
長　
64
歳
以
下
の
方
に
つ

い
て
は
、
意
向
調
査
の
結
果

で
、
集
団
接
種
を
希
望
す
る

方
に
接
種
の
日
時
指
定
通
知

を
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

町
長　
現
在
、
検
討
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
な

る
べ
く
早
期
に
発
足
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

鈴
木　
交
流
拠
点
施
設
と
し

て
も
活
用
で
き
る
と
思
う
が

構
想
や
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
今
後
、
検
討
委
員
会

等
に
よ
り
、
町
の
交
流
拠
点

施
設
と
し
て
活
用
等
を
含
め

た
様
々
な
観
点
か
ら
、
よ
り

良
い
道
の
駅
に
す
る
た
め
の

施
策
を
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

　
我
が
町
の
道
の
駅
「
ふ
る

ど
の
」
お
ふ
く
ろ
の
駅
は
、

平
成
13
年
に
生
産
物
直
売
所

と
し
て
開
場
以
来
、
平
成
22

年
に
国
土
交
通
省
の
道
の
駅

と
し
て
登
録
さ
れ
、
現
在
に

至
り
ま
す
。
し
か
し
近
年
、

来
場
さ
れ
る
町
外
か
ら
の

方
々
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

販
売
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
手
狭

か
つ
物
足
り
な
さ
が
感
じ
ら

れ
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

鈴
木　
道
の
駅
拡
張
に
向
け

た
検
討
委
員
会
の
発
足
は
。

新型コロナワクチン接種動向は
ワクチン接種

Q
Ａ 希望する方ができるだけ早期に接種
できるように対応します

鈴
すず

木
き

　隆
たかし

 議員

道の駅
道の駅のあるべき姿はQ

Ａ 町の交流拠点施設として活用等を含め検討します
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野
崎　
宅
地
造
成
地
の
分
譲

開
始
の
予
定
は
。

町
長　
工
事
の
完
成
は
７
月

末
、
確
定
測
量
・
登
記
を
経

て
分
譲
開
始
は
10
月
頃
で
す
。

野
崎　
若
者
向
け
住
宅
建
築

計
画
や
新
規
の
宅
地
造
成
計

画
は
あ
る
の
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

野
崎　
若
者
定
着
の
た
め
に

は
「
働
く
場
所
の
確
保
」
も

必
要
。
そ
の
方
策
は
。

町
長　
多
く
の
事
業
所
が
求

人
を
行
っ
て
い
ま
す
。
働
く

場
所
は一定
程
度
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

楽しく過ごすコスモス荘利用者の皆さん

確定測量が行われる予定の竹貫地区宅地造成地

野
崎　
「
結
婚
記
念
品
」「
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
」
の
見
直

し
の
考
え
は
。

町
長　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

野
崎　
「
道
の
駅
の
整
備
」

は
、
町
の
活
性
化
と
交
流
人

口
の
拡
大
に
寄
与
す
る
と
の

期
待
が
大
き
い
。
ど
う
進
め

る
の
か
。

町
長　
用
地
取
得
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
検
討
委

員
会
で
道
の
駅
の
機
能
の
充

実
を
図
る
た
め
の
検
討
を
早

期
に
進
め
ま
す
。

野
崎　
「
地
域
交
通
体
系
構

築
」
の
構
想
の
計
画
は
ど
う

進
め
る
の
か
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
ど

お
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
で

き
る
だ
け
早
く
見
通
し
を
立

て
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

野
崎　
コ
ス
モ
ス
荘
建
築
の

設
計
変
更
に
伴
う
増
額
費
用

の
負
担
協
議
は
。

町
長　
本
議
会
に
「
和
解
に

つ
い
て
」
の
議
案
を
提
出
し

ま
す
。

野
崎　
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ

の
非
常
用
発
電
設
備
の
工
程

と
規
模
の
計
画
は
。

町
長　

設
計
が
整
い
次
第
、

契
約
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

規
模
は
、
照
明
か
ら
空
調
設

備
の
稼
働
ま
で
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

野
の

崎
ざき

　喜
よ し

彦
ひ こ

 議員

活気あるまちづくりを
まちづくり

Q
Ａ 道の駅用地取得への取り組みと
検討委員会を早期に発足します

主要事業
主要な事業の今後の進め方はQ

Ａ コスモス荘の設計変更に伴う議案
「和解について」を提出します

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
現
状
と
対
応

に
つ
い
て
」
の
質
問
も

行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

質
の

問
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藁
谷　
町
の
食
料
雑
貨
店
数

は
。

町
長　
19
軒
で
す
。

藁
谷　

65
歳
以
上
の
１
人
、

２
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

数
は
。

町
長　
令
和
３
年
５
月
末
現

在
で
、
１
人
暮
ら
し
高
齢
者

は
２
２
０
世
帯
、
２
人
以
上

高
齢
者
の
み
は
２
０
１
世
帯

で
す
。

民俗資料が展示されているふるさとセンター

高齢者支援

文化の伝承

一 般 質 問一 般 質 問

藁
谷　
他
町
村
で
は
ふ
る
さ

と
応
援
大
使
を
創
設
し
、
町

の
活
性
化
に
応
援
と
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
町

も
参
考
に
す
る
べ
き
と
思
う

が
。

町
長　
参
考
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

藁
谷　
展
示
品
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
ど
う
い
う
方
針
で

展
示
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
農
村
の
日
常
生
活

の
中
で
使
用
さ
れ
て
き
た
、

民
俗
資
料
な
ど
を
中
心
と
し

て
収
集
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

藁
谷　
年
間
の
来
館
者
数
は
。

教
育
長　
令
和
２
年
度
は
90

名
で
す
。

藁
谷　
町
の
子
ど
も
た
ち
の

見
学
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　
見
学
に
訪
れ
て
い

ま
す
。

藁
谷　
子
ど
も
た
ち
に
、
ふ

る
さ
と
の
歴
史
を
伝
え
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
活
用
を

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
隔
年
で
す
が
、
古

殿
小
学
校
社
会
科
見
学
の
授

業
で
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

高齢者のみの世帯で買い物が困難
になった際の支援策は

Q

Ａ おふくろの駅で宅配事業の実施
について検討しています

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

ふるさとセンターへの来館者の説明
はどうしているのか

Q

Ａ 必要な都度、職員が行っています
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時
代
の
変
化
に
伴
い
、
農

林
業
家
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
若
い
人
達
の
農
林
業
へ
の

参
入
施
策
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

佐
川　
旧
論
田
小
跡
地
利
用

で
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
計
画

の
そ
の
後
の
進
展
は
。

町
長　
今
年
８
月
か
ら
発
電

整
備
、
来
年
３
月
に
施
設
建

設
、
令
和
５
年
度
中
に
売
電

開
始
す
る
計
画
に
伴
い
、
本

議
会
に
旧
古
殿
幼
稚
園
論
田

分
園
を
事
務
所
用
と
し
て
無

償
譲
渡
す
る
議
案
を
上
程
し

て
お
り
ま
す
。

佐
川　
旧
校
舎
、
体
育
館
等

の
利
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　
体
育
館
に
つ
い
て
は

整
備
に
か
か
る
一
時
的
な
部

造成工事が進められている竹貫地区分譲地

バイオガス発電計画が進む旧論田小の
跡地

材
置
き
場
と
し
て
検
討
中
で
す
。

佐
川　

農
林
業
の
活
性
に
向
け
た

研
修
・
育
成
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
取

り
組
み
は
、
ど
う
か
。

町
長　
今
後
、
運
営
さ
れ
る
中
で
、

効
果
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
も
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

佐
川　

発
電
冷
却
水
か
ら
発
生
す

る
熱
利
用
で
の
農
産
物
栽
培
活
用

構
想
は
、
ど
う
か
。

町
長　
発
生
熱
の
活
用
に
つ
い
て
は

有
効
な
も
の
と
認
識
し
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
川　
発
電
燃
料
の
チ
ッ
プ
材
を
地

元
企
業
で
供
給
で
き
る
支
援
お
よ
び

公
社
設
立
な
ど
考
え
は
、
ど
う
か
。

町
長　

公
社
設
立
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
町
と
し
て
、
町
内
産

の
材
料
が
利
用
で
き
る
体
制
を
整

え
た
い
と
考
え
ま
す
。

佐
川　
早
い
段
階
の
広
報
が

大
事
と
思
い
ま
す
。
看
板
や

広
報
は
、
ど
の
よ
う
か
。

町
長　
早
め
の
周
知
が
で
き

る
よ
う
現
在
検
討
中
で
す
。

佐
川　
既
存
の
遊
里
工
房
を

改
修
し
て
住
宅
販
売
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
進
展
は
。

町
長　
建
物
に
手
を
加
え
ず

現
状
土
地
付
き
で
販
売
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

佐
川　
予
定
通
り
７
月
い
っ

ぱ
い
で
、
す
べ
て
の
分
譲
整

備
は
完
成
す
る
の
か
。

町
長　
工
期
内
竣
工
を
目
指

し
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

佐
川　
移
住
、
定
住
に
向
け

た
町
の
目
玉
品
の
条
件
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
。

町
長　
移
住
定
住
施
策
は
現

状
あ
る
も
の
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
販
売
価
格
は
当
町

を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
価
格
設
定
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

農林業の活性に向けた利活用を
農林業政策

Q
Ａ 効果的な利活用について模索していきます

宅地分譲
町の目玉となる販売条件設定はQ

Ａ 古殿町を選んでいただける価格設定に
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地
方
創
生
の
か
け
声
ど
お

り
に
な
ら
ず
、
い
ず
れ
の
自

治
体
も
も
が
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
町
の
将
来
像
に
お
け

る
具
体
的
施
策
を
伺
い
ま
す
。

岡
部　
振
興
計
画
に
は
町
民

の
意
見
や
考
え
は
十
分
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
第
７
次
振
興
計
画
は

町
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

で
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
反

映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

岡
部　

振
興
計
画
は
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
」
と
一
体
の
も
の
。
そ
の

評
価
は
。

町
長　
令
和
元
年
度
に
中
間

評
価
を
行
い
、
50
項
目
中
12

項
目
で
目
標
達
成
し
ま
し
た
。

岡
部　
国
の
動
向
、
町
内
産

業
動
向
、
人
口
減
少
に
よ
る

今
後
の
町
予
算
の
見
通
し
は
。

振興計画

一 般 質 問一 般 質 問

町
長　
町
の
財
政
は
国
、
県

か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
へ

の
依
存
度
が
高
く
、
厳
し
い

状
況
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

岡
部　
振
興
計
画
を
進
め
る

中
で
、
多
額
の
予
算
が
必
要

と
な
る
も
の
は
何
か
。

町
長　
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
保
障
費
は
今
後
も
増
加
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
施
設

の
老
朽
化
の
更
新
、
維
持
補

修
費
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

岡
部　
今
後
の
道
路
や
施
設

建
設
の
必
要
性
、
用
地
確
保

の
見
通
し
は
。

町
長　
用
地
取
得
を
含
め
、

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

岡
部　
後
継
者
不
足
と
兼
業

農
家
の
意
欲
減
退
に
よ
る
農

業
離
れ
に
対
し
て
の
認
識
と

取
り
組
み
は
。

町
長　
そ
れ
ら
の
影
響
は
認

識
し
て
お
り
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
策
定
や
農
地
の
集

積
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

岡
部　
大
規
模
農
業
、
国
が

認
め
る
農
業
者
支
援
だ
け
で

な
く
、
小
規
模
農
家
へ
の
具

体
的
な
支
援
は
。

町
長　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
等
の
戸
別
補
償

制
度
で
支
援
し
て
い
ま
す
。 田植えの体験学習をする小学生（田口字石畑地内）

農林業政策

岡
部　
現
在
の
米
事
情
、
予

想
さ
れ
る
米
価
下
落
へ
の
対

応
策
は
。

町
長　
米
価
下
落
の
懸
念
か

ら
飼
料
用
米
等
へ
の
転
換
推

進
、
産
地
交
付
金
等
に
よ
り

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

岡
部　
外
国
産
材
不
足
に
よ

る
内
地
材
利
用
状
況
の
変
化

へ
の
対
応
は
。

町
長　
具
体
的
な
状
況
は
把

握
し
て
お
ら
ず
、
情
報
収
集

に
努
め
ま
す
。

岡
部　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
が
続
い
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
の
関
わ
り

と
支
援
は
。

町
長　
石
川
地
方
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
広
報
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

今後目指すべき古殿町その具体的
方向性は

農林業の厳しい状況への
対応策は

Q

Q

Ａ

Ａ

補助金等を有効に活用し必要な
事業を計画的に進めます

「人・農地プラン」策定や
農地の集積化を推進します

岡
おか

部
べ

　淳
じゅんいち

一 議員

「
コ
ロ
ナ
対
策
と
そ
の

中
で
対
応
す
べ
き
問

題
」
の
質
問
も
行
い
ま

し
た
。

そ
の
他

質
の

問
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佐
藤　
町
が
取
り
入
れ
て
い

る
入
札
の
手
法
は
。

町
長　
条
件
付
き
一般
競
争

入
札
、
指
名
競
争
入
札
、
随

意
契
約
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤　
入
札
制
度
の
変
化
は
。

町
長　
平
成
27
年
４
月
か
ら

最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
ま

し
た
。

佐
藤　
入
札
実
施
に
お
い
て

重
要
視
さ
れ
る
点
は
。

町
長　
透
明
性
の
確
保
で
す
。

佐
藤　
最
低
制
限
価
格
の
導

入
目
的
は
。

町
長　
公
共
工
事
に
お
け
る

品
質
の
確
保
、
著
し
い
低
価

格
受
注
に
よ
る
公
正
な
取
引

秩
序
の
阻
害
・
下
請
け
業
者

へ
の
し
わ
寄
せ
・
労
働
条
件

の
悪
化
等
を
防
止
し
、
健
全

な
発
展
を
期
す
る
こ
と
で
す
。

将来を担う子どもたちのために望まれる健全財政

条件付き一般競争入札で行われたこども園法面対策工事

佐
藤　
公
共
投
資
を
通
じ
て

町
内
企
業
の
育
成
は
。

町
長　
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
、
指
名
委
員
会
の
選

考
を
踏
ま
え
、
入
札
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
入
札
制
度
の
改
善
点

と
、
課
題
の
考
え
は
。

町
長　
法
令
等
の
改
正
が
行

わ
れ
た
場
合
に
は
適
正
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
大
規
模
な
自
然
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

に
よ
り
、
国
で
は
多
額
の
財

政
出
動
が
必
要
で
あ
り
、
交

付
金
等
は
厳
し
さ
を
増
し
て

く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
自
主
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
人
口
減
少
の
抑
制
、
町

内
産
業
の
育
成
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
事
業
実
施
に
あ
た

り
、
国
、
県
等
の
補
助
事
業

に
該
当
す
る
よ
う
努
め
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
地

方
債
を
活
用
し
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

佐
藤　
現
状
の
財
政
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

町
長　
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
各
種
指
標
は
健
全

で
す
が
、
自
主
財
源
に
乏
し

く
、
起
債
残
高
の
見
込
み
は

60
億
円
を
超
え
、
高
水
準
に

あ
り
ま
す
。

佐
藤　
今
後
の
交
付
金
、
補

助
金
の
見
通
し
と
財
源
確
保

の
対
策
は
。

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

入札の現状と課題は
入札制度

財政運営

Q
Ａ 透明性の確保が大事

財政の現状と財源確保はQ
Ａ 自主財源の確保と有利な地方債を
活用します
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Q　平成３０年６月一般質問から
「町民の歌」のホームページ掲載について「町民の歌」のホームページ掲載についてテーマ

A　町長答弁

　町のホームページで「町民の歌」を聞けるようにす
　る考えは。

　「町民の歌」を町のホームページで聞けるように
　作業を進めています。

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.54

町のホームページに掲載されました。

その後のその後の
対　　応対　　応 しみもっちー

平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター

ホームページで「町民
の歌」が聞けるんだね!
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＊�会社設立の歴史を教えてください。＊�会社設立の歴史を教えてください。

＊�どのような店を目指していますか。＊�どのような店を目指していますか。

昭和24年にマルマン醤油店として創業
　「マルマン醸造株式会社」は昭和24年にマルマン醤油店として創業しました。昭和50年頃から味噌
も仕入れて販売するようになりました。昭和54年から味噌の自社製造を開始しました。その味噌が各
地で評判を呼び、「天然醸造みそ」の「マルマン醸造株式会社」として町内外に知られていきました。
　古殿町をはじめ石川郡やいわき地区・県南地区・県中地区を中心に販売してきました。現在では、イ
ンターネット通販の「楽天市場」や「Yahoo ！ショッピング」の味噌部門で１位を獲得するなど、全
国的に高い評価を得ています。

古殿の昔ながらの味噌の味を日本全国へ。
　創業当初から地域の皆様とともに発展してきました。また、味噌製造を始めた際も、地元の味噌づく
り名人のお母さんたちから様々な意見をいただき、商品開発に生かしてきました。
　今日のマルマン醸造があるのは、地域の皆様の愛情と応援のおかげです。
　古殿の昔ながらの味噌の味を、今後も日本全国に発信していけるよう頑張ります。
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次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

９月 上旬

今回紹介するのは、今回紹介するのは、「マルマン醸造株式会社」「マルマン醸造株式会社」  の皆さんです。の皆さんです。  

創業当初のマルマン醤油店創業当初のマルマン醤油店

全国でも高い評価を受ける商品全国でも高い評価を受ける商品

マルマン醸造株式会社の皆さんマルマン醸造株式会社の皆さん


